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研究成果の概要（和文）：ニューラルネットワークやLasso等の代表的な機械学習手法をマクロ経済分析に採用
し、非線形性を考慮した経済予測モデルを構築した。その際、伝統的なマクロ経済データに加えて、ミクロデー
タ、サーベイデータ、高頻度データなどのビッグデータや、テキストデータなどオルタナティブデータを利用し
た。また標準的な時系列モデルだけでなく、マクロ経済理論に基づき、家計や企業等の経済主体の最適化行動を
含んだ動学的確率一般均衡モデルによる政策評価も行った。

研究成果の概要（英文）：We adopted machine learning methods, such as neural networks and Lasso, for 
macroeconomic analysis and constructed an economic forecasting model that accounts for nonlinearity.
 In this process, we utilized not only traditional macroeconomic data but also big data, such as 
microdata, survey data, and high-frequency data, as well as alternative data, such as text data. 
Additionally, on the top of standard time series models, we conducted policy evaluations using 
dynamic stochastic general equilibrium (DSGE) models that incorporate the optimizing behavior of 
economic agents, such as households and firms, based on macroeconomic theory.

研究分野：マクロ経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ビッグデータが利用可能な場合、機械学習の手法を活用することにより、マクロ経済変数の将来予測精度が高ま
ることや、マクロ経済変動における非線形性の重要性が確認された。この結果と家計や企業等の経済主体の最適
化行動を含んだマクロ経済理論モデルを組み合わせることで、より望ましい政策評価や因果推論が可能になるこ
とが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の着想は機械学習手法が経済分析に有用であるとの共通認識が各国の経済学者の間で急
速に広まってきた状況と密接に関わっている。機械学習の利点を生かし、既存のマクロ計量経済
分析の手法と組み合わせて利用可能な様々な種類のデータに適用し、より望ましい政策評価や
因果推論の可能性を追求するという本研究のテーマが設定された。 
 
２．研究の目的 
 
ニューラルネットワークや Lasso等の代表的な機械学習手法をマクロ経済分析に採用し、非線形
性を考慮した経済予測モデルを構築する。その際、伝統的なマクロ経済データに加えて、ミクロ
データ、サーベイデータ、高頻度データなどのビッグデータや、テキストデータなどオルタナテ
ィブデータを利用する。また標準的な時系列モデルだけでなく、マクロ経済理論に基づき、家計
や企業等の経済主体の最適化行動を含んだ動学的確率一般均衡モデルによる政策評価も行う。
その際、経済モデルに含まれる非線形性の役割を重視しつつ、経済主体がどのようなデータに基
づき情報更新をしているかという点についても考慮する。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）ニューラルネットワークを含む機械学習手法と主成分分析で抽出された動学的な共通因子
を組み合わせるマクロ時系列データ予測を行う。ビッグデータを用いる場合の次元縮約の最適
な枠組みを検討し、実証分析に応用する。方法論の拡張可能性として、Double/debiased Machine 
Learning (DML)の変数選択に Outcome Adaptive Lasso (OAL)による傾向スコア推定を利用し、望
ましい政策評価や因果推論につながる機械学習の応用法を検討する。 
 
（2）「景気ウォッチャー調査」の景気スコアと文章の関係をニューラルネットワークで学習した
モデルを用いて、新聞記事データから日次の実体経済に関するニュース先行指数を計算する。こ
のニュース指数をインフレ率の将来予測のための時系列モデルと組み合わせることで、その有
用性を確認する。またテキスト情報を利用して、政府統計よりも速報性の高い景気動向指数を作
成するために、重要な単語の出現頻度に着目する辞書アプローチと、自然言語処理のモデルをテ
キストデータから学習する機械学習アプローチの 2つの方法の比較を行う。 
 
（3）賃金インフレ率の予測については、賃金の下方硬直性という非線形を考慮した予測モデル
を提案し、将来の賃金インフレ率の上昇の可能性を検討する。また、労働市場のミクロの労働フ
ローデータの動きと整合的な動学的マクロ経済モデルを推計し、政策効果の評価を行う。知的資
本が存在するときに賃金の硬直性が政策効果に与える影響ついても分析する。 
 
(4) 動学的なマクロ経済理論モデルでは、経済主体の情報更新の遅れや情報ノイズの存在が政
策効果を変化させる可能性が指摘されていることから、ミクロのインフレ予想データを用いて
マクロ経済モデルの政策効果に対してどの程度影響するかという点を検証する。さらに経済主
体の将来予想に影響を与えるフォーワードガイダンス政策について、金利のゼロ下限制約の非
線形性をモデルに組み込んだうえで評価する。 
 
(5) 時系列モデルを用いて、国債市場の不確実性ショックや予期しない金融政策ショックが日
本の経済活動に与える影響を分析する。前者のショックの識別には新聞記事データと機械学習
の手法、後者の識別には金利先物市場の高頻度データを採用する。 
 
４．研究成果 
 
研究成果の多くは国際学会で発表され、国際学術雑誌に採択されている。 
 
(1)の分析の結果、ビッグデータが利用可能な場合、機械学習や動学的因子を活用することによ
り、将来予測精度が高まることや、非線形性の重要性が確認された。さらに OALを用いた政策
評価や因果推論の有効性も示された。前者の結果については、査読付き国際学術誌 Journal of 
the Japanese and International Economies で、後者の結果については査読付き国際学術誌
Communications in Statistics - Simulation and Computation で発表された。 
 
(2)の分析の結果、インフレ率予測において、マクロ経済理論から導出されるフィリップス曲線



の挙動の重要性が確認された。この結果については、査読付き国際学術誌 Studies in Nonlinear 
Dynamics & Econometrics や Review of Economic Dynamics で発表された。また速報性の高い景
気動向指数の構築に新聞報道等のテキストデータや機械学習の手法が有効であることも確認さ
れた。この結果については国内学術誌『経済分析』で発表された。 
 
(3)の分析の結果、賃金下方硬直性を十分に考慮した場合、近い将来の賃金上昇が予測されるこ
とが示された。またフルタイムとパートタイムの 2種類の労働者の存在が、景気変動の特徴に影
響を与えている点や、知的資本の拡大が金融政策の有効性に与える影響も確認された。これらの
結果については、査読付き国際学術誌 European Economic Review、Journal of Money, Credit 
and Banking と Economic Inquiry で発表された。 
  
(4)の分析の結果、粘着情報の枠組みよりも、ノイズ情報の枠組みの方が、現実の政策評価に役
立つ可能性が指摘された。この結果については、査読付き国際学術誌 Journal of Economic 
Dynamics and Control で発表された。またフォーワードガイダンスを含んだ非伝統的金融政策
の有効性も確認され、査読付き国際学術誌 Journal of Money, Credit and Banking で発表され
た。 
 
(5)の分析の結果、不確実性ショックが、一時的に経済活動を縮小させるものの長期的に活性化
させる点や、金融政策のショックが市場に大きな影響を与える点が確認された。前者の結果につ
いては、査読付き国際学術誌 Applied Economics Letters で、後者の結果については査読付き国
際学術誌 Japanese Economic Review で発表された。 
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